
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒユージブルリンクエレメントと、これを収納するハウジングと、該ハウジングの開口端
を閉止するハウジングカバーを備えたヒユーズ構体に使用するヒユージブルリンク用ハウ
ジングカバーにおいて、
前記ヒユーズ構体が、上向き係止片を隅部上方に有するヒユージブルリンクエレメントと
、該エレメントを収納するとともに前記上向き係止片が内側方向に折り曲げられる際にそ
の先端部分が嵌入可能な段付き凹陥部を内壁と外壁間に備えたハウジングと、該ハウジン
グに嵌合される際に前記係止片の先端部分に当接すべく前記ハウジング内に延びる脚部を
備えるハウジングカバーとからなり、
前記上向き係止片を前記ヒユージブルリンクエレメントに対して折曲し易い舌片状に形成
し、前記脚部の下端を前記上向き係止片の外側と接触するテーパ面としたことを特徴とす
るヒユージブルリンク用ハウジングカバー。
【請求項２】
前記ハウジング外壁が、前記脚部を横方向外方に弾性変形可能にするために、前記係止片
の先端部分と間隔を持つように抉り部が穿設されていることを特徴とする請求項１に記載
のハウジングカバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明に属する技術分野】
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本発明は、ヒユージブルリンクエレメントと、これを収納するハウジングと、該ハウジン
グの開口端を閉止するハウジングカバーを備えたヒユーズ構体に使用するヒユージブルリ
ンク用ハウジングカバーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
自動車等のワイヤーハーネス接続用コネクタに適用されるヒユーズ構体を図６ないし図９
を参照して略述する。図６に示されるヒユーズ構体１はヒユージブルリンクエレメント２
を収納するハウジング３および該ハウジング３の上方開口部分を閉止するハウジングカバ
ー４により構成される。図７の分解図から理解されれるごとく、ヒユージブルリンクエレ
メント２は隅部上方に上向き係止片２ａおよび下方端子部分２ｂ、そして可溶片部分２ｃ
を備えている。ハウジング３は図６の線９－９に沿って部分的に断面図で示される図９に
見られるごとく、内壁３ａ、外壁３ｂ、それらの間に画成される段付き凹所３ｃおよび図
７に見られる如く外壁３ｂの外面に突出する突起３ｄを備えている。ハウジング３の上方
開口部はハウジングカバー４により閉止され、そして該ハウジングカバー４はその側部に
設けた係止開口４ａへのハウジング３の突起３ｄの嵌合によりハウジング３上に固定され
る。
【０００３】
かかるヒユーズ構体１の組立てに際しては、ヒユージブルリンクエレメント２をハウジン
グ３内に組み付け、その後、上向き係止片２ａを、図９に示されるごとく、例えば、先の
細いドライバのごとき工具により内側に折り曲げて、内壁３ａと外壁３ｂとの間の段付き
凹所３ｃに上向き係止片２ａを嵌入させる。
【０００４】
また、実開平６－１３０４３号公報には、ハウジングに収容されるヒユーズエレメントを
その側部に設けたランスによりハウジングの係止段部に係止させ、ハウジングカバーに設
けた脚部によりヒユーズエレメントの上方肩部を押し付け、ヒユーズエレメントを所定位
置に位置規制することが開示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した最初の従来例ではヒユーズ構体を組み立てた後、上方隅部に設けた上向きの係止
片を折り曲げねばならず、組立ての作業性が悪く、また、手作業で行う折り曲げのによる
精度不良のため、ヒユーズエレメントのハウジング内での係止および固定も確実でない場
合が生じる恐れがある。また、実開平６－１３０４３号公報に記載された発明において、
ハウジングカバーに設けた脚部はヒユーズエレメントの上方肩部を押圧するためのもので
、ハウジングとヒユーズエレメントとの固定はハウジングの係止段部とヒユーズエレメン
トの側部に設けたランスとの係合により行われている。
【０００６】
本発明の目的は、上方隅部に上向き係止片を有するヒユージブルリンクエレメントをハウ
ジング内に正確かつ確実に位置決めかつ固定するために、組立て治具の機能を持たせた脚
部を有するヒユージブルリンク用ハウジングカバーを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の目的は、ヒユージブルリンクエレメントと、これを収納するハウジングと、該ハ
ウジングの開口端を閉止するハウジングカバーを備えたヒユーズ構体に使用するヒユージ
ブルリンク用ハウジングカバーにおいて、前記ヒユーズ構体が、上向き係止片を隅部上方
に有するヒユージブルリンクエレメントと、該エレメントを収納するとともに前記上向き
係止片が内側方向に折り曲げられる際にその先端部分が嵌入可能な段付き凹陥部を内壁と
外壁間に備えたハウジングと、該ハウジングに嵌合される際に前記係止片の先端部分に当
接すべく前記ハウジング内に延びる脚部を備えるハウジングカバーとからなり、前記上向
き係止片を前記ヒユージブルリンクエレメントに対して折曲し易い舌片状に形成し、前記
脚部の下端を前記上向き係止片の外側と接触するテーパ面としたことを特徴とするヒユー
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ジブルリンク用ハウジングカバーによつて達成される。
【０００８】
本発明のヒユージブルリンク用ハウジングカバーはその脚部のテーパ面がハウジング中に
組み込まれたヒユージブルリンクエレメントの上方隅部の上向き係止片と接触し、上方か
ら押されることにより上向き係止片を更に折り曲げ方向に押圧力を付加し、ハウジングの
凹陥部内でその内壁に確実に係止させる。ハウジングカバーのハウジングへの取り付けに
より上向き係止片の折り曲げとヒユージブルリンクエレメントのハウジング内での正確な
位置規制を行うことが可能となり、ハウジングカバーに組立て治具の機能を持たせること
ができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明に係るハウジングカバーおよびこれを備えるヒユーズ構体の構造の一実施
の形態を図１ないし図５に基づいて説明する。図１は組立て完了後のヒユーズ構体を示す
概略斜視図、図２はその分解斜視図である。
【００１０】
図１において、ヒユーズ構体１０は可溶性金属からなるヒユージブルリンクエレメント１
１、該エレメント１１を収納するプラスチツクからなるハウジング１２、および該ハウジ
ング１２の上方開口部を閉止するプラスチツクからなるハウジングカバー１３により構成
される。
【００１１】
ヒユージブルリンクエレメント１１は隅部上方に折り曲げ可能な舌片状に形成された上向
き係止片１１ａおよび下方端子部分１１ｂ、そして可溶片部分１１ｃを備えている。前記
上向き係止片１１ａには図３および図４に見られる如く折り曲げ用溝リブ１１ｄが刻設さ
れる。ハウジング１２は図１の線３－３に沿って部分的に断面図で示される図３に見られ
るごとく、内壁１２ａ、外壁１２ｂ、それらの間に画成される段付き凹陥部１２ｃおよび
外壁１２ｂの外面に突出する突起１２ｄを備えている。ハウジング１２の上方開口部はハ
ウジングカバー１３により閉止され、そして該ハウジングカバー１３はその側部に設けた
係止開口１３ａへのハウジング１２の突起１２ｄの嵌合によりハウジング１２上に固定さ
れる。
【００１２】
ハウジングカバー１３はハウジング１２への組み付け方向において４隅にそれぞれ延びる
脚部１４を備え、該脚部１４の下端にはテーパ面１４ａが設けられる。このテーパ面１４
ａはヒユージブルリンクエレメント１１の上向き係止片１１ａをハウジング１２の内壁１
２ａの方向へ折り曲げる治具としての機能をも備えている。
【００１３】
図３および図４から理解されるように、図１のヒユーズ構体１が組み立てられるとき、ヒ
ユージブルリンクエレメント１１は上向き係止片１１ａを手作業で僅かに溝リブ１１ｄに
沿って内側に折り曲げてハウジング１２内に挿入される。ヒユージブルリンクエレメント
１１を所定位置、例えば、上向き係止片１１ａが図３に示される位置になるまでハウジン
グ１２を押し込んだ後、ハウジングカバー１３をハウジング１２の開口部に取り付ける。
そのとき、ハウジングカバー１３の下方に延びる脚部１４がハウジング１２内に侵入し、
脚部１４のテーパ面１４ａが上向き係止片１１ａの先端と接触する。さらに、ハウジング
カバー１３を押し込むと、脚部１４はそのテーパ面１４ａにより上向き係止片１１ａの外
側面に沿って降下し、同時に上向き係止片１１ａをハウジング１２の内壁１２ａ方向に折
り曲げ、その先端を段付き凹陥部１２ｃに入り込ませる。このとき、脚部１４のテーパ面
１４ａの先端の角度αとハウジング１２の外壁１２ｂと手作業で折り曲げられた上向き係
止片１１ａとの間の角度βが等しくなる設定にすれば、脚部１４のテーパ面１４ａと上向
き係止片１１ａの外面との間の接触が良好となり、不十分な折り曲げを発生することなく
、上向き係止片１１ａを確実にハウジングの内壁１２ａに形成した凹陥部１２ｃ内に嵌入
することができる。
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【００１４】
このようにすると、脚部１４のテーパ面１４ａはヒユージブルリンクエレメント１１のハ
ウジング１２への挿入時予め曲げられた傾斜角度βと同一の傾斜角度αで互いに面接触す
るので、ハウジングカバー１３をハウジング１２に完全に取り付けると、上向き係止片１
１ａと脚部１４のテーパ面１４ａとが合致してヒユージブルリンクエレメント１１のハウ
ジング１２に対する係合が完全なものとなり、同時にハウジングカバー１３の閉じ具合が
この係合状態の良否に対応するのでさらに一度に両方の係合状態が確認されることとなる
。
【００１５】
さらに、図５に示すごとく本発明の１つの変形例として、ヒユージブルリンクエレメンン
ト１１の上向き係止片１１ａの先端とハウジングカバー１３の脚部１４のテーパ面１４ａ
との当接を容易にまた確実にするために、ハウジング１２の外壁１２ｂの内面に縦溝状の
抉り部１５が穿設してあり、上向き係止片１１ａの外面との間に適宜な間隔ａが設けられ
、脚部１４の先端部は横方向に弾性変形用の逃げ空間が提供されることとなる。もし上向
き係止片１１ａの溝リブ１１ｄに沿った手作業に依る折り曲げが多少不十分であっても、
上向き係止片と脚部１４のテーパ面１４ａとの接触は弾性を以て行えるので確実なものと
なる。
【００１６】
【発明の効果】
叙上のごとく、本発明によるヒユージブルリンク用ハウジングカバーは、該エレメントを
ハウジングに係止させる作業性を向上することができ、また、ハウジングカバーをハウジ
ングに緊密に嵌入することにより上向き係止片と脚部とが完全に面接触して上向き係止片
のハウジング内壁に対する係止を確実にし、さらに、ハウジングカバーの嵌合状態が目視
により簡単に確認できると言った効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるハウジングカバーを使用するヒユーズ構体の全体を示す概略斜視図
である。
【図２】図１のヒユーズ構体を示す分解斜視図である。
【図３】図１の線３－３に沿う部分断面図である。
【図４】図３と同様な断面図である。
【図５】変形例を示す図３と同様な断面図である。
【図６】従来のヒユーズ構体を説明する概略斜視図である。
【図７】図６のヒユーズ構体を示す分解斜視図である。
【図８】ヒユーズ構体のヒユージブルリンクエレメントの上向き係止片の折り曲げを示す
斜視図である。
【図９】図６の線９－９に沿う部分断面図である。
【符号の説明】
１０　　ヒユーズ構体
１１　　ヒユージブルリンクエレメント
１１ａ　上向き係止片
１２　　ハウジング
１２ａ　ハウジングの内壁
１２ｂ　ハウジングの外壁
１２ｃ　凹陥部
１３　　ハウジングカバー
１４　　脚部
１４ａ　脚部のテーパ面
１５　　抉り部
ａ　　　間隔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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